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　　トレ ：Y （1血 ｛幽 ⊥ LIND）　の節闇切拍窪1）サイトカイ丿ニン 乞含わ・雍羣ラく瑠地

上謬 駿 する と、 層養閣始後約、4．日 6・
／ 都 の表皮細胞 が盛んな翻胞分裂をくりかえ

紛 裂域 姻 図
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rmehis −terneQt、c ヌ・n ・ ）　aM7・　diレ 擁 鮒 1誌 ゲ 乙（ま． 雌 ｝婉

達 Lて 禾夷ヲ葬とをる （働 鑼 シ虜 払 lqgo， 植抛理戦 1鰍 ）。冬肩葬　示妃胚意沙 の命

伽 O関玄る 些理　控殖 嘗的鰍 印ま．es妊YYく◎植物穆κンあり ／ 窰めろ舵でぎ
’6り る．

しゆ しなが ち、示妃霧召伽 とIO伴う内些マミノ齢ク変多妬 ・フり 6 の蝦老はな∠ ん沙

／a く、磯 中の塑案者彡朔 03 黛 丿鹸代翩噛解籵づる七め にゐ ． 内些マミ丿酸の妃

性 一髟盪勿新舟輿要乞吻 る ∠罵わ緬 る。 乙○づ参回意、 氷レメ ア多城 哲 り冬霤

伽 嬾 輿∂あけ る内些マミ丿戯o憂的
・質的須飾 loっ り z 鰭 する。

　　繖 7遯隊1後O！植物鉢の上都練悶力）ち 屍さ5魄 り外植拍幺伽り伐し， 【6勝闘

鶸 （約 亥〃 o伽 ） 妨蝦 ひ 擁 獲 歯瘡 ・ 危 層雌 助 軈檄箍類］畑 鞠 ε 及β吻
り翻感と し （図6 垢地）也 訓 しト勹ε堵吻 っ BA 　1、0 物 右黍加 し κ堵地 （MB 墸地）

あよ 初嬬 塩類を翕孝 か BAl ，O 嬲 の野 り屠地 （6A 堵地）幺働 羽 し老．塗乞の

盾粥1◇は寒糖2，％，蔘爽 α8 ％歯赤如 し紘 5A 歯侈釟彪粥 （図B堵班 BA 墳砌

参便，用するど、盛ん毒図ヌ．勉威疹尾ち糺、 M 巳髫地 哲 は忽くのぶ・駢 浴 ・分花す6が ：

BA 瑁増哲は不妃葬軫 く観躱されな り 。 ダ． 岡β堵抛 歯便朗 しち揚創0ぱ図ヌ あ

よφCネ妃葺」客ほ どん 診形威さ緬 な f ）。 0紀 彡 彡綾0后擢哲． 3A 　6 日、 俊 日闘瘤

薐 しあ外、犢沽わよPt’ke物蓚あ う刧リ幽しκ直後の仞喝の老 々約％〃．本鮒 掲と し迄

外植片力）彡 はぎと ク だ擢 ど驪 の繃 望層幺含縅 層繍 ど、残リの痢卸翻繊とか

5 、老 々蛋自態あよ祝遊顔鰡 マミ 丿鹸歯抽出 し、 プ ミ 丿藪自鋤分析豺参月『り 乞内些

量鎌 健 しκ．

　　蛋白愈ヲ ミ 丿醵の全勢量 ぱ灘 紿θ奢に齷 窟繊♂ 想 瞬 籀μ ， 肉翩 飆哲

0．虜〃 磁 參狸 哲勿。 彪 。 MB 堵粥 ψ雁 しち外植沽づ 「ま．擁 3 日日以讐参繼 の

増緲 ％ 彡拓 戚 日 目 に ぱ表層豬織哲％ 伽 協4μ ， 閃都紹織646 帥 妙 〃 ∠な

． 老が 、 図β 老 地 あきμ
1BA

堵増 で 1言6 りよクな著 LD 増加は見彡 焜 赤の フ
フ乞。 し

力晃 な が ち、 BA 堵地 ∂ 3 日間癜 しky）彪k の袤層翹獄づ落 彳 の 廟切あ兇ち耗

o の萌瑠が 図ヌ彬議閣殆時15あ迄 る （ンど拗）ち、 彪fろカ》o関條が 劣る右 のと凪 わ抛 髱・

個 々 の蛋白飩マ ミ 丿酸の粕姓劉 6 ぱ、妬地 や墳緲 に 翻ケ髱着 しり 毳 し）ぱ認め ち

れ意 力）。 光，

　　遊離態プ ミ丿酸 の4 纏 ぱ、 卜4β あよ〃MB 老地 哲盾後し乞外値片哲 は、 瘡毳

に、 つ れ で意敖 后増如 しだあ， BA 堵地 Z到寸ほ と ん〃増伽し意 わ ワ 光．。　 Msde 地 哲 0

老加 力埴 線剪6 ある の に 好 しで、 図β瑠地 でぱ． M ヌ砌威期・6ある S 日力）ろ 6 日 じ

か 1ナ乙 の 物 粥 緩椶哲 あ 。 危 個 マ 0薑離飲 飛 丿酸の相糴 巨ち冤る ど し丿ず 綱

痴粥 で右 ク
，！b タミン 0 煮晟蕉増勿 魁 見石梶 名、 （×一 お よ汐望 一

アラニ ン リ相財屋嚢

わ 鋤 う呑が ろ増如 し初 ヴ、 乞 の 捗 の ys 丿酸のua −t量ば り ずπ毛冶後10づ 鹿 で臧・レ

した。
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